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1. はじめに
放送・通信の融合が進み，TV受信機にも番組を視聴す

る機能だけではなく，さまざまな情報を視聴者に提供す
る端末としての機能が期待されている．筆者らも音声対
話技術と分散エージェント技術を組み合わせたＴＶエー
ジェントシステムを試作しており [1]，様々な異種メディ
アから番組に関する情報をシームレスに獲得する手法に
ついても，検討を続けている．本稿では，TVエージェ
ントシステムが様々な情報を扱えるようにするために必
要な，各種メディアをラッパと呼ばれるソフトウェアを
用いてエージェント化する手法について述べる．

2. マルチエージェント情報獲得システム
複数の異種メディアからの情報獲得には，マルチエー

ジェントシステム (MAS)の観点から様々な手法が提案
されており，筆者らも，ユーザの要求を一意に表現でき
る汎用問い合わせ言語 (UQL)を提案し，MAS上で利用
する手法を開発している [2]．ユーザ側にはユーザ入力か
らUQLを生成するインターフェースエージェント (IA)，
各メディア側には UQLを解釈して目的の情報を抽出す
るラッパエージェント (WA)を配すことにより，ユーザ
は情報の場所や異種性を意識することなく目的の情報を
獲得することができる．マルチエージェント情報獲得シ
ステムの構成を図 1に示す．
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図 1: マルチエージェント情報獲得システム

UQLでは，欲しい情報の概念をオントロジを用いて
記述する．“Keanu Reeves”という俳優の “出演作品”を
要求する UQL例を図 2に示す．

3. ラッパエージェントの構築
筆者らが想定しているメディアは，汎用データベース

システム，Webサイト，既存の情報抽出アプリケーショ
ンなどである．これらそれぞれに応じたラッパエージェ
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図 2: UQL記述例

ント (WA)構築法について述べる．なお，WAはその基
本機能として，ACL（エージェント間通信言語）の送受
信機能等を備え，Java言語をベースとしたエージェント
プラットフォーム JADE[3]上で動作するものとする．
3.1 データベース用ラッパエージェント
数値，テキスト情報の蓄積によく用いられるのが，

RDBをはじめとした汎用データベースシステムである．
筆者らが試作したTVエージェントシステムにおいても，
番組の詳細情報，ユーザの操作履歴といった情報の蓄積
に RDBを利用している．データベースシステムからの
情報獲得には通常，SQL，XQLといったような問い合
わせ言語が用いられる．このような問い合わせ言語は文
法が厳密に定義されているため，UQLのような構造化
言語からの変換は比較的容易に行うことができる．筆者
らは，UQLから SQL，XQLへの変換にXSLTを利用す
る手法を提案している．この場合，WAが備えるべき機
能は，XSLTプロセッサ，XSLで記述された変換ルール，
およびデータベースアクセス用の APIである．RDB用
WAの構成を図 3に示す．
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図 3: RDB用ラッパエージェント

3.2 WWWサイト用ラッパエージェント
インターネット上で公開され，誰もがアクセス可能な

WWWサイトは，絶えず変化し続ける情報の宝庫でも
ある．その情報の信頼性に関しては多くの議論がある
ものの，放送局や映画会社といった企業が運営している
WWWサイトには，ユーザにとって有益な情報が数多
く公開されている．そのようなWebサイトの情報を簡
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単に獲得するためには，WWWサイト用のWAの開発
が必要となる．エージェントからのアクセスを前提とし
た SemanticWeb[4]のような枠組みも提案されているが，
本稿では，一般的なWWWサイトから，ある決まった種
類の情報を抽出することのできるエージェントを想定す
る．多くの情報提供サイトは特定構造で記述されており，
定型化された要求に関しては比較的容易に情報を獲得す
ることが可能である [5]．例えば，“IPV6”という言葉の
意味を知りたい場合には，IT用語辞典サイトなどの決
まったページ (HTMLファイル)内の特定部分を参照す
ればよい．このWAでは，入力された UQLから XSLT
によってキーワードを抽出し，そのキーワードに関する
情報が記述された部分を検索する機能を Javaクラスで
実現する．用語辞典サイト用WAの構成を図 4に示す．
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図 4: WWWサイト用ラッパエージェント

3.3 アプリケーション用ラッパエージェント

分散エージェント技術利用の際に避けられないのが，
既存アプリケーション群のエージェント化作業である．
情報抽出システムや文書要約システムといった既存ア
プリケーションをMAS上で利用する場合には，そのア
プリケーションの機能，開発された環境などを考慮した
エージェント化が必須である．エージェント化には変換
器法，コード挿入法，書き換え法の３つのアプローチが
ある [6]．本システムではエージェントプラットフォーム
として JADEを採用しているため，既存アプリケーショ
ンが Java言語で開発されている場合には，そのクラス
をエージェントから直接利用することができる．しかし，
C/C++などの他言語で開発されたアプリケーションを
エージェント化する場合には，Javaのプログラムから
他の言語で開発されたプログラムを利用するための技術
が必要である．我々はコード挿入法のアプローチとして
JNI[7]を採用し，C++言語で開発されたアプリケーショ
ンを JADEエージェントから制御できるようにしてい
る．インターネット上から特定のキーワードに関する画
像を探すアプリケーションをエージェント化した例を図
5に示す．
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図 5: アプリケーション用ラッパエージェント

4. オントロジの利用
柔軟な情報獲得を実現するために，筆者らはMASに
オントロジの概念を導入している．番組に関連した概念
間の関係をOWL(Ontology Web Language)[8]を用いて
記述し，WA側で UQLを柔軟に解釈するために利用し
ている．オントロジを利用した UQL変換処理を図 6に
示す．UQLが要求しているのは “Keanu Reeves”とい
う “俳優”の経歴であるが，このWAは “俳優”の情報を
専門に扱うエージェントではない．その際，OWLで記
述・公開されているオントロジを参照して，“俳優”は “
人物”の下位概念であることがわかれば，WAは “Keanu
Reeves”という “人物”の情報を検索することが可能と
なる．
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図 6: オントロジを用いた UQL変換

5. まとめ
本稿では，TVエージェントシステムから利用するため
の，情報源のエージェント化手法に関して述べた．UQL
を利用してユーザの要求を一意に表現し，各ラッパエー
ジェントがその内容をオントロジを利用して解釈するこ
とにより，ユーザに複雑な要求入力を課すことなく様々
な情報源からのデータを得ることが可能となる．今後は，
実際に様々な情報源にWAを配することによりTV上で
統合的に情報を扱えるシステムを構築し，評価を行って
いく．
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